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議会運営委員会会議録 

 

平成２４年７月１３日 金曜日 

  午後２時０１分開議 

  午後２時２２分閉議（実時間 ２１分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議会の運営に関する事項 

１．その他 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  上 村 哲 三 君 

副委員長  大 倉 裕 一 君 

委  員  亀 田 英 雄 君 

委  員  田 方 芳 信 君 

委  員  藤 井 次 男 君 

委  員  前 垣 信 三 君 

委  員  前 川 祥 子 君 

委  員  松 浦 輝 幸 君 

委  員  松 永 純 一 君 

委  員  百 田   隆 君 

議  長  古 嶋 津 義 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 議会事務局長     田 上 高 広 君 

 総務部長       木 本 博 明 君 

                              

○記録担当書記     桑 崎 雅 介 君 

            嶋 田 和 博 君 

 

（午後２時０１分 開会） 

◎議会の運営に関する事項 

○委員長（上村哲三君） それでは、ただいま

から、議会運営委員会を開会いたします。 

 それでは、１、７月臨時会の運営についてを

議題とし、（１）付議案件の（イ）市長提出案

件２件について説明を求めます。 

○総務部長（木本博明君） はい、委員長。 

○委員長（上村哲三君） はい、木本総務部

長。 

○総務部長（木本博明君） はい。じゃ、改め

まして、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ

者あり）お世話になります。座って説明させて

いただきます。 

 今、お手元にお配りしてございます資料の２

枚目でございますが、７月臨時会に提出予定し

ております議案でございますが、お手元に資

料、議案第８３号と議案第８４号の２件でござ

います。そのうち、３枚目のやや詳しい資料を

ごらんいただきたいと思います。 

 議案第８３号・平成２４年度八代市一般会計

補正予算（第３号）でございまして、現時点で

総額２億８０８０万円を予定いたしておりま

す。その主な内容は、まず（１）でございます

が、強い農業づくり交付金事業ということで、

国の強い農業づくり交付金を活用し、低コスト

耐候性ハウスを導入することで、導入コストを

抑えながら、気象災害に耐え得る生産基盤を確

立するということで、県の予算枠の関係で内示

が保留されておりましたが、６月８日付の補助

内示に伴いまして、またトマトの定植時期、植

えつけの時期である８月から９月の期間に間に

合わせる必要があることから、今回補正するも

のでございます。 

 それから、２番目がくまもと稼げる園芸産地

育成対策事業、これが産地間競争に打ち勝ち稼

げる園芸産地を育成するために、実施主体が農

業施設・機械等を購入する経費に対して補助す

るものでございまして、７月６日付、県の補助

内報に伴いまして、これもまたトマトの定植時

期である８月から９月の期間に間に合わせる必
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要があることなどから、今回補正するものでご

ざいます。 

 それから３番目が、排水機場維持管理事業で

ございまして、昭和の第２排水機場の２基ある

排水機のエンジンのうちの１号エンジンの不調

に伴いまして、台風時期も迎えることから早急

な整備が必要であるため、今回補正をお願いす

るものでございます。 

 それから、４番目が水産資源回復・基盤整備

交付金事業ということでございまして、アサリ

の生育を阻害するホトトギスガイの被害を除去

するために、県のこれも補助内報に伴いまし

て、水流ポンプ２台を購入するものでございま

して、これもノリの養殖に影響が出るため、９

月までに行う必要があること、またアサリの水

揚げを早急に回復させる必要があることから、

今回補正をお願いするものでございます。 

 それから、５番目が災害復旧事業でございま

して、これが４５５７万７０００円、去る７月

２日の集中豪雨に伴う市道、林道、農道等にお

ける路肩決壊や土砂流出など被害総額が６３６

７万７０００円のうち、災害復旧費４５５７万

７０００円分でございます。 

 なお、残りの差額でございます１８１０万円

は、９月補正で対応予定といたしております。 

 また、昨日の豪雨による被害も発生しており

ますので、早速調査を行い、その分もこれに追

加して計上予定でございますので、ご了承お願

いいたしたいと思います。 

 次に、議案第８４号・専決処分の報告及び承

認についてでございまして、これは先月の６月

１５日から１６日及び２３日から２４日にかけ

て、梅雨前線豪雨によりまして、市道、農道、

林道等での路肩決壊や土砂流失など、これ６月

中に発生しました総額１億２３７６万円の被害

に対する応急の対策費や復旧費６２８０万円を

７月３日付で専決処分をさせていただきまし

た。その報告でございます。 

 残りの災害補助関係分６０９６万円分は９月

の定例会で補正予算計上させていただく予定と

いたしております。 

 以上、２件が７月臨時会に提出を予定してい

ます議案の概要でございます。どうぞよろしく

お願いいたします。 

○委員長（上村哲三君） 説明が終わりました

が、何か質疑等ありませんか。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） （５）の災害復旧事業

と、そのうちの専決のは公共土木と農林水産施

設のみということで、学校とか保育所とか、そ

やんとは入っとらんとでしょう。 

○委員長（上村哲三君） はい、木本総務部

長。 

○総務部長（木本博明君） はい、入っており

ません。 

○委員（松永純一君） 額はわかりますか。 

○委員長（上村哲三君） 松永委員。 

○委員（松永純一君） 済みません。 

○委員長（上村哲三君） はい、木本総務部

長。 

○委員（松永純一君） 公共土木と農林水産施

設の……。わからんなら、よか。 

○委員長（上村哲三君） はい、木本総務部

長。 

○総務部長（木本博明君） 農業関係が１００

０万、それから土木関係が５５００──失礼し

ました。３５６０万程度ということでございま

す。 

○委員長（上村哲三君） 松永委員。 

○委員（松永純一君） 今のはどっちのだった

ですか。上ですか、下ですか。 

○総務部長（木本博明君） 失礼しました。た

だいま申しましたのが、７月２日の分ですね。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 
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○委員（藤井次男君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、藤井委員。 

○委員（藤井次男君） 強い農業──上から１

番目、強い農業づくり交付金、これ何か、これ

低コスト耐候性ハウス導入補助とは、大体耐候

性ハウスて、どやんとですか。 

○委員長（上村哲三君） 耐候性。 

○総務部長（木本博明君） はい。 

○委員長（上村哲三君） 木本総務部長。 

○総務部長（木本博明君） 従来のハウスに対

しまして、コストを落としているということ

と、耐候性ですけど、天候に対してより強い対

策を施したハウスということでございます。

（笑声） 

○委員（藤井次男君） 何て、まいっちょ。 

○委員長（上村哲三君） 藤井委員。 

○委員（藤井次男君） ま一回説明してみなっ

せ。 

○委員長（上村哲三君） はい、木本総務部

長。 

○総務部長（木本博明君） 低コストでござい

ますので、従来のハウスよりもコストを抑えて

つくってあるということと、この気象、天候に

対しての対策をより施したハウスということで

理解していただきたいと思います。 

○委員（藤井次男君） はい。 

○委員長（上村哲三君） 藤井委員。 

○委員（藤井次男君） 大体意味はわかります

たいな。天井を自動で開閉をするとか。低コス

トちゅうとは建物の低コストか、そういうこと

をして経費そのものが低コストになっとっか

て、ちょっと意味が。どっちの意味かなと思っ

て。建築費の安うなるわけですか、そっとも使

う経費が安かつか、ちょっとわからんが、よか

ですが。 

○委員長（上村哲三君） 木本総務部長。 

○総務部長（木本博明君） ハウスだと思いま

すけども。（委員松浦輝幸君「ハウスは高うな

った」と呼ぶ）ハウス自体がですね。 

○委員（藤井次男君） はい。（委員松浦輝幸

君「そういうふうによか、もう」と呼ぶ） 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか。は

い。 

 ほかにありませんか。 

○委員（田方芳信君） ちょっと。 

○委員長（上村哲三君） はい、田方委員。 

○委員（田方芳信君） ４番。４番のアサリの

生育を阻害するホトトギスガイのマットって、

これは何ですか。 

○総務部長（木本博明君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、木本総務部

長。 

○総務部長（木本博明君） これはですね、ホ

トトギスガイという貝が、足糸という、何かも

のを出して、砂の上について、その回りが固ま

ってくるそうです。それが何か足糸という、何

かねばねばしたんでしょうけど、砂の上にまい

て、それが固まる。そういうのがずっとある集

団をつくってくると、貝自体も自分の体を埋め

てしまう。そうすると、そこに何か固いバット

状の状態ができてしまうから、アサリ貝自体が

窒息してしまうということです。 

 そこで、このポンプを買って、ポンプで何か

吹き上げて攪拌してしまうと。ただし、（｢ま

ぜるというような感じ」と呼ぶ者あり）その分

ノリの養殖に影響があるから、ノリの時期の早

目にしなくちゃいけないということで、今回、

９月補正ではちょっと間に合わないということ

です。 

○委員（田方芳信君） はい、わかりました。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） １番目のこれは６月８

日付、県の内示補助が来たことに伴いですね。
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６月議会は６月何日やったかね、２５日までだ

けん。大体これは６月議会に提案するべきもの

じゃなかったのかというのが１点ですね。 

 あと２番目が、１番目は補助内示ですたい

ね。２番目は補助内報に伴いって、補助内報と

いうのは何かという話と。 

 ３番目の排水機場はエンジンが不調な状況に

あり、今後、台風──ちゅうことは、これは一

般財源ですっとですか。この財源のことばちょ

っと教えてください。 

○総務部長（木本博明君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、木本総務部

長。 

○総務部長（木本博明君） １つ目の、６月８

日の内示ということでございまして、正式にこ

れは６月ですから、６月の議会が始まっており

まして、そのときまだほかにもですね、内示が

ある可能性のが幾つかありましたもんですか

ら、これ１件だけを何といいますか、会期末に

するのも、まだほかにも可能性がありましたも

んですから、待っていた状態なんです。その

後、ほかにもこの後にございますように、内報

が来ましたものですから、あわせて今回。 

 そして、その内報といいますのが、内示のも

う一つ前の何といいますか、電話とかメール

で、もうつきましたよというお知らせで、間違

いないんですけれども、正式に文書で来る前の

知らせということでございます。 

 それから、３点目のポンプに関しましては、

一般財源でございます。 

○委員（亀田英雄君） わかりました。 

○委員長（上村哲三君） はい、ほかにありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、市長提出

案件２件の委員会付託について御協議願いま

す。意見があればお願いします。 

 はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） はい、委員会付託でお

願いします。 

○委員長（上村哲三君） 異議ございません

か。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、お諮りい

たします。 

 ただいま御協議いただきましたとおり、市長

提出案件２件については、それぞれ所管の常任

委員会に付託することにいたしたいが、これに

御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） はい、御異議なしと

認め、そのように決しました。 

 それでは、付託の際の関係委員会について説

明を求めます。 

○議会事務局長（田上高広君） はい。 

○委員長（上村哲三君） 田上議会事務局長。 

○議会事務局長（田上高広君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）座りまして御

説明申し上げます。 

 委員会付託ということでございますので、文

教福祉委員会を除きました３委員会に付託され

ることになります。 

 まず、議案第８３号・平成２４年度八代市一

般会計補正予算（第３号）でございますが、主

なものとして農林・水産関係の事業に伴う補正

予算及び農林関係の災害復旧事業にかかわるも

のでございますので、経済企業委員会の所管と

なります。また、市道関係の災害復旧事業に係

るものがございますので、建設環境委員会の所

管となります。さらに歳出に伴います歳入全般

につきましては、総務委員会の所管となりま

す。 

 次に、議案第８４号・平成２４年度八代市一

般会計補正予算（第２号）に係る専決処分の報

告及びその承認についてでございますが、主な

ものとして、６月１５日から２４日までの間に
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発生しました農道・林道及び市道の災害復旧事

業に係るものでございますので、経済企業委員

会及び建設環境委員会の所管となります。 

 また、歳出に伴います歳入全般につきまして

は、総務委員会の所管となります。 

 委員会の開催につきましては、まず、建設環

境委員会及び経済企業委員会が同時開催とな

り、どちらかの委員会が終了しますと、総務委

員会が開催されることになります。 

 以上でございます。 

○委員長（上村哲三君） それでは次に、議会

選出農業委員の推薦について、説明を求めま

す。 

○議会事務局長（田上高広君） はい。 

○委員長（上村哲三君） 田上議会事務局長。 

○議会事務局長（田上高広君） 座りまして御

説明申し上げます。 

 それでは、（ロ）議会選出農業委員の推薦に

つきまして、御説明申し上げます。 

 まず、各派代表者会で協議されましたこれま

での経過につきまして、御説明を申し上げま

す。 

 本件につきましては、去る５月７日付、市長

から平成２４年７月３１日で任期満了となる選

任による農業委員の推薦についての依頼があ

り、これを受けまして５月２８日に各派代表者

会が開かれ、執行部からの説明を聴取いたした

ところでございます。 

 その後、７月３日の各派代表者会では、執行

部から７月８日の公選による農業委員一般選挙

は行われないことの結果報告を受けておりま

す。 

 ７月６日の各派代表者会では、推薦願の提出

締切日を７月１１日正午までとすることが決定

されました。その結果、１１日正午までに推薦

願４名が提出されたところでございます。 

 さらに、同日午後に開催されました各派代表

者会におきまして受理いたしました４名の方々

のお名前を御報告申し上げ、御決定をいただい

たところでございます。 

 ４名の方々につきましては、お手元に配付い

たしておりますとおりでございますが、石岡孝

士さん、井戸美智子さん、武原祐子さん、山本

實さん、以上の４名の方々でございます。 

 なお、議会の推薦枠は４名以内となっており

ますことから、議会推薦の農業委員は、この４

名の方々で３年間との決定がなされたところで

ございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村哲三君） はい。ただいま説明

が終わりましたが、何か質疑はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） なければ、議会選出

農業委員の推薦については、ただいま説明のと

おり４名の推薦を行うことといたしたいが、こ

れに御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 次に、この農業委員の推薦については、臨時

会における付議事件として、追加告示を行う必

要がありますので、この手続を行うことに御異

議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 御異議なしと認め、

追加告示の手続を行うことといたします。 

 次に（２）会期の決定について協議いたしま

す。 

 まず、招集日について報告を求めます。 

○総務部長（木本博明君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、木本総務部

長。 

○総務部長（木本博明君） はい。臨時会の招

集につきましては、７月２５日水曜日の午前１

０時にお願いしたいと思います。どうぞよろし

くお願いいたします。 



 

－6－ 

○委員長（上村哲三君） はい。ただいま会期

について説明がありましたが、これに御意見な

どありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、会期につ

いてお諮りします。 

 ７月臨時会の会期は、７月２５日の１日間と

することに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 それでは、７月２５日の臨時会は、会期１日

間として、その日程につきましては、本会議を

午前１０時からとし、午前９時が議会運営委員

会、午前９時３０分から全員協議会を開催する

とした日程に御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 御異議ありませんの

で、そのように決しました。 

 次に、（３）その他について何かありません

か。 

○議会事務局長（田上高広君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、田上議会事務

局長。 

○議会事務局長（田上高広君） （３）その他

につきまして、議会運営委員会委員の辞任につ

いてでございます。 

 座りまして説明させていただきます。 

○委員長（上村哲三君） はい。 

○議会事務局長（田上高広君） この件につき

ましては、去る７月１１日に、太江田茂議員か

ら議会運営委員会委員の辞任届が提出され、同

日付で許可されましたことに伴い、各派代表者

会で委員欠員の補欠選任につきまして協議がな

されたところでございます。 

 まず、選出するに当たっては、同委員所属の

会派の人数の変動がないことから、同会派から

選出することの決定がなされたところでござい

ます。 

 なお、同会派の友枝和明議員が新たな代表者

とする届け出がなされていることから、友枝和

明議員を議会運営委員会委員の補欠選任に伴う

委員として臨時会で指名推選を行うこととされ

たところでございます。 

 以上でございます。 

                              

◎その他 

○委員長（上村哲三君） はい。それでは次に

２、その他について何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） はい。ほかになけれ

ば、以上で本日の議会運営委員会を閉会しま

す。 

 次の議運は、来週火曜日午前１０時からです

ので、よろしくお願いをいたします。 

（午後２時２２分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成２４年７月１３日 

議会運営委員会 

委 員 長 

 


